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山部会報告について 

 
1．これまでの山部会の動き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2．今年度の山部会ＷＧの運営方針（2ページ以降参照） 

• 市民、関係団体、学識者、行政の有志が参加（川、海部会メンバーも参加可） 
• １回/月ペースで流域内の地区を回りながら、各地区の山村再生の自発的・先進的な取組み

や森づくり・木づかいに関する現地見学、キーパーソンとの意見交換を実施 
• １巡目となる第１回（4/28）～第４回（7/7）までは、現地見学などを通じてそれぞれ地

域の実情や取組みの把握を行い、２巡目から「山村再生担い手づくり事例集」及び「矢作

川流域圏森づくり・木づかいガイドライン」の具体的な検討を進めていく。 
• 対象地区は、「根羽・平谷」「岡崎」「恵那」「豊田」の４つを設定 

 
3．今年度期待する成果 

（1）これまでの取組みで得られた成果（11ページ以降参照） 

• 矢作川流域圏は、長野県、岐阜県、愛知県の３県にまたがっていることから、お互いの地

域に関する情報がほとんど流れてこなかったが、山部会ＷＧの開催によって、森林組合同

士や、活動団体同士の情報の共有が始まっている。 
（2）今年度期待する成果 

• ４つの地区に入り、現地見学やキーパーソンとの意見交換を通じて、情報の受発信ができ

る「場」や若者が交流できる「場」をつくる（今年度はＷＧを活用）。 
• ＷＧを通じた情報交換により、各地域が抱える課題を肌で感じることでき、山村再生や森

づくり、木材利用などの木づかいへの理解や意識を高める。 

○ 事務局が用意した矢作川流域圏の課題を踏まえ、今後検討したい課題を検討 

第１回地域部会（H23.1.24開催） 

○ 第 1 回地域部会結果をベースに市民有志が集まり、課題の再整理・検討（年 5 回） 
○ 「矢作川の恵みで生きる」を出発点に、山の課題を「人と地域の問題」「森の問題」

の２つに絞り、市民提案 
○ 提案にあたっては、時代背景や未来像、課題解決手法も提示 

意見交換ＷＧなどによる議論 

○ 山の課題として、「人と地域の問題」「森の問題」の２つに絞り、前者は「山村再生

担い手づくり事例集」、後者は「矢作川流域圏森づくり・木づかいガイドライン」等

を策定することで合意 

第２回地域部会（H24.2.23開催） 

平成 24 年度より、提案を実行に移すための組織として「山部会ＷＧ」を組織化 
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4．運営方針説明資料 

（1）山部会ＷＧの設置目的 

矢作川流域圏懇談会では、矢作川流域の山・川・海地域の課題とその解決策について、

市民部会、市民企画会議 WGの主導により議論を行ってきました。山については市民部会の

中の山部会において、議論が進められ矢作川流域の山の課題を「人と地域の問題」と「森

の問題」の 2点に絞り込み、前者については「山村再生担い手づくり事例集」、後者につい

ては「矢作川流域圏森づくり・木づかいガイドライン」を策定することを第 2 回地域部会

山部会の場において提案し、合意が得られました。 

この提案を実行に移すため、新たに地域部会山部会 WGを組織し、月 1回のペースで会議

を開催し、各地区の山村再生の自発的・先進的な取り組みや、森づくり、木づかいに関す

るキーパーソンを含めた意見交換を行うことによって、事例集とガイドライン作りの具体

的な作業を進めていくことを目的とします。 

 
（2）開催計画 

第 1回 4月（根羽）４月２８日 

第 2回 5月（岡崎）５月１９日 

第 3回 6月（恵那）６月１６日 

第 4回 7月（豊田）７月７日 

第 5回 8月（根羽・平谷）８月２４、２５日 

第 6回 10月（岡崎）１０月２６、２７日（調整中） 

第 7回 11月（恵那）１１月１６、１７日（調整中） 

第 8回 12月（豊田）１２月１４、１５日（調整中） 

第 9回 1月（根羽・平谷） 

 
（3）運営内容 

• ＷＧの進行については、地域部会座長・副座長が実施 
• １巡目となる第１回（4/28）～第４回（7/7）までは、現地見学（午前中）＋話し合い（午

後）の概ね６時間 
• １巡目は、現地見学などを通じてそれぞれ地域の実情や取組みの把握を行い、２巡目から

「山村再生担い手づくり事例集」及び「矢作川流域圏森づくり・木づかいガイドライン」

の具体的な検討を進めていきます。 
• 議題は概ね以下のとおり。 

 「山村再生担い手づくり事例集」「矢作川流域圏森づくり・木づかいガイドライ

ン」編集作業 

 「山村再生担い手づくり事例集」に掲載する個人、団体、活動などの情報収集 

 「矢作川流域圏森づくり・木づかいガイドライン」の策定に必要な情報の収集 

 
（4）山部会で検討する２つの課題（山部会提案） 

今後、検討していく課題の詳細は次ページ以降に示すとおりです。 
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ＳＴＥＰ１ 
過去と現在を 

知  る 
 

理解と情報共有を 

促進する 

右に記載した事項につい

て、具体的に｢知る｣機会

を設け、情報共有を図る 
→ 市民企画会議 
→ 勉強会で対応 

ＳＴＥＰ２ 

未来像実現に向けた 

課題と解決手法を 

考える 
 

情報共有を踏まえ、ま

ず「人の問題」をテー

マに解決手法を検討 

→ 市民会議 
→ 地域部会で対応 

出発点「矢作川の恵みで生きる」の共有 

当面の課題１ 誰がやるか（人と地域の問題） 当面の課題２  何をやるか（森の問題） 

●若者が中下流の都市へ流出した。 

●拡大造林によって広大な人工林が形成され、長期間管理し続ける必

要があったが、その担い手がいなくなった。 

●もともと林業地だったところでも、そうでないところでも、もうかるというもくろ

みと国策により、拡大造林（広葉樹からヒノキ、スギへ転換）を推進した。 

●国産材を流通させる仕組みが輸入木材に比べて整わず、国産材の価格が低下し、林

業が業として成り立たなくなった。 

●山村における若者の就業機会が乏しい。就業できても定着できない。 

●現代では、山村は過疎化、少子化、高齢化、核家族化が進行してい

る。 

●もともと林業地でなかった地域では、多くの所有者が素人山主で林業を知らない。 

●管理が行き届かないため過密化した水消費型森林や放置人工林からの土砂流出・崩

壊の危険性が増加している。 

●限界集落、消滅する集落が増えていく。残された集落でも山村単独

での自治や経済的な自立が困難となり、コミュニテイが崩壊する。 

●国、県、市町村ごと、部局ごとに目指す森林の姿がバラバラで、流

域圏一体となった森林管理が行われていない。 

●林業は利益を確保せざるを得ないことから、森林皆伐後の再造林の放棄が起こり、

森林の水土保全機能が喪失する。 

●不適切な林道・作業道・搬出路が作られ、放置され、土砂が流出し、崩壊の危険性

が高まる。 

●流域圏にとって望ましい山村のあり方は、収入は多くなくても安定

した若者の仕事があり、山村の資源を持続可能なやり方で利用しつ

つ、経済的に自立すること。 

●自然の恵みを利用できる知恵のある人が定住していること。 

●流域圏にとって望ましい森林は、自然の力で持続する生態系と人による持続的な維
持管理下に置かれる生態系が最適に配置され、多様な生物が生息し、木材や水など
の恵みを中下流にもたらしてくれる森林。 

●木材生産を主目的として管理する森林と、水土保全機能の発揮を主目的として管理
する森林を区分し、木材生産に適さない人工林を天然林に戻していく。 

●現金収入、仕事、医療、教育など、出発点に到達する以前 

の問題が山積。 

●流域圏として統一性のある森林管理を行い、矢作川の森の恵みが中下流や

海までいきとどくためのガイドラインが必要。 

●データ不足・研究の遅れによって、「植林こそが正しい」といった誤解を

正すことが必要。 

● 既に自発的に始まっている優れた取組を集めた「山村再生

担い手づくり事例集」の策定を通じ、山村再生の担い手作

りを支援する具体的な方策を検討する。 

● 上下流をビジネスサイクルでつなぐ産業振興の推進（中下

流都市中心部での上流生産物販売拠点の設置など） 

●「矢作川流域圏の森づくり・木づかいガイドライン」 

 の策定 

●モデル林の設定とモニタリング 

 →ガイドラインの検証のため、土砂を流す森、節水型森林の手本を作る。 

山村をとりまく 

社会背景の変遷と 

望ましい将来像 

人と山村 森  林 
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題 

解
決
手
法
（例
） 

実現に向けた 

課題と解決手法 

課 

題 
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決
手
法
（例
） 

 

検討の進め方 

市民・学識経験者・行政が、対等な立場で、一体となって推

進していく。 

役
割
分
担 

市民・学識経験者・行政が、対等な立場で、一体となってガイドラインを策

定し、モデル林を設計、施業、研究し、モニタリングを行っていく。 

役
割
分
担 

ＳＴＥＰ３ 
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山村再生のために 

先ず“人づくり”が必要 
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実現のための課題と解決手法 
森林の適切な管理は、まず山村の再生（担い手作り）から！ 

担い手づくり事例集イメージ 

●自給的経済、自立、自治、誇りがあった。 

●百業をやっていた。 

●薪炭林施業が行われていた。 

●最上流域や額田地区ではスギ、ヒノキ人工林施業が行われていた。 

●藤岡・小原・旧豊田・岡崎にはハゲ山も多かった。 

山村再生担い手づくり事

例集 

成功事例１ 

成功事例２ 

失敗事例１ 

（2012.5.19修正版） 
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【山部会提案補足資料】 

 

当面の課題 1 誰がやるか（森の問題） 解決手法（例）について 補足説明資料 

 

（1）山村再生担い手づくりガイドブック 

矢作川流域の中山間地では過疎化・高齢化が進み、多くの集落が存続の危機を迎えよ

うとしている。一方で民間や行政による、I ターンや U ターンをめざす人のサポート

や山村での生活の支援も多く実施され、徐々に効果を示し始めている。しかし中山間

地の人口減少に歯止めをかけ、山村再生の担い手を増やし、上流域の森林を健全な状

態にするためには、より多くの流域住民が異なった立場から幅広い支援を行うことが

必要である。流域圏における多角的な山村再生の支援を実現するため、「山村再生担

い手づくりガイドブック」の作成を提案する。 

● どんなものか？ 

→ 矢作川流域の中山間地支援に関わる取組を網羅したガイドブック。紹介する取組の

内容は農業・林業・林産業に従事する個人や団体、定住支援（住宅の提供、地域住民

と定住希望者のコーディネートなど）や農林業・定住体験支援、流域の産物を販売す

る活動など。冊子もしくはインターネット上のデータベースとして公開する。 

● 策定にどんな作業が必要か 

→ 懇談会有志による仮称「山村再生担い手づくりガイドブック作成チーム」を立ち上

げ、ガイドブックの様式を定め、手分けしてそれぞれの取組を実施している個人もし

くは団体に聞き取りを行う。 

● 策定により期待される成果 

→ 矢作川中下流域の住民に上流域の山村再生とその担い手づくりの必要性を周知で

きるとともに、多様な形で参画・支援のきっかけを与える。具体的には中山間地の再

生に関わる個人や団体と、こうした取組を支援したい個人や団体の活動をつなげられ

る。もしくは Iターンや Uターン、農林業体験に興味がある市民が体験の場を探せる。 

→ 担い手・サポーターを増やすことでそれぞれの取組を強化・発展させるとともに、

今後の人づくりを目標とした山村活性化に向けた具体的な取組（例えば上下流をビジ

ネスサイクルでつなぐ産業振興の推進、中下流都市中心部での上流生産物販売拠点の

設置など）とその担い手を提案していく。最終的には流域住民が主体となって山村再

生の支援をすることで、持続可能な流域圏の実現をめざす。 

（次ページ以降は中山間地支援に関わる取組事例。2011 年 2 月 27 日に足助交流館において

開催された「農山村へのシフト いま・みらい ─ とよた都市農山村交流居住シンポ ─」

配付資料からの抜粋。山村住民、都市住民、NPO、企業、大学、若者、主婦などきわめて多様

な主体による取組がある） 
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<参考となる事例>中山間地支援に関わる取り組み（ガイドブックイメージ） 
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<参考となる事例>木の駅プロジェクト 
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当面の課題２ 何をやるか（森の問題） 解決手法（例）について 補足説明資料 

 

（1）矢作川流域圏の森づくり・木づかいガイドライン 

矢作川流域圏の森林は 3 県にまたがる複数の市町村に位置しているため、中長期ビジョン

と短期計画がばらばらに立てられており、流域圏で一体化していないことが課題。この課

題を解決する手法として提案。 

● どんなものか？ 

→ 矢作川流域圏の上流域の市民および中下流域の市民の今後 1000 年間の共存と共栄、

安全の確保を究極の目的として、矢作川流域圏のすべての森に共通する中長期ビジョ

ンと短期計画、望ましい森づくりと木づかいのあり方について定めるもの。16ページ

程度の冊子を想定。 

● 策定にどんな作業が必要か 

→ 仮称「矢作川流域圏の森づくり・木づかいガイドライン策定委員会」を立ち上げ、1

年間、12 回程度の委員会を開催して策定。委員会は市民（上流、中下流）、学識者、

市町村（上流、中下流）、県、国有林から、熱意のあるメンバーを募集し、事務局を

豊橋河川事務所が務め、対等な立場で議論。 

● 策定により期待される成果 

→ 流域圏で一体化した森林管理の中長期ビジョンと短期計画、流域圏の望ましい森づ

くりと木づかいのあり方を明示することで、市町村、県、国、森林組合、森林所有者

がこれまで以上に流域圏一体化を意識し、流域圏の望ましい森づくりと木づかいの実

現に寄与していただくことを期待。 

→ 中下流域の住民に「流域圏の森づくりのための木づかい」につながる消費行動を提

案。 

→ 中下流域の事業者に「流域圏の森づくりのための木づかい」につながる社会貢献活

動を提案。 

→ 以上により、上流域の市民および中下流域の市民の今後 1000年間の共存と共栄、安

全の確保に向けた第一歩を踏み出す。 

 

（2）モデル林の設定とモニタリング 

「矢作川流域圏の森づくり・木づかいガイドライン」において、「土砂が流れる森、流れ

ない森」「節水型森林、水消費型森林」「健康な作業道、不健康な作業道」などの区分をす

る必要が生じるが、区分の基準、指標について、科学的知見が不足しているため、順応的

管理のためにモデル林を作り、モニタリングが必要。概念的説明だけでは市民から見てわ

かりにくいので、実物で示す必要。 

● どんなものか？ 

→ 「土砂が流れる森、流れない森」「節水型森林、水消費型森林」「健康な作業道、不

健康な作業道」などが一目見てわかるように整備した森林。 
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→ 森から流れ出す水量、水質、土砂量などをモニタリングできるように観測機器等を

整備した森林。 

● 設置およびその後のモニタリングにどんな作業が必要か 

→ 仮称「矢作川流域圏の森づくり・木づかいガイドライン策定委員会」の責任におい

て、モデル林の設置場所を提供してくれる地主を見つけて了解を取り、具体的な作業

は委員会メンバーで相談しつつ分担して森づくりをする。費用負担の分担も委員会で

審議して決める。 

● 策定により期待される成果 

→ 実物を見ていただくことで「矢作川流域圏の森づくり・木づかいガイドライン」へ

の市民の理解が容易になる。 

→ 森づくりを協働作業で行うことで信頼関係が醸成される。 

→ モニタリングにより、データが蓄積され、科学的知見が増え、順応的管理に資する。 
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5．これまでの取り組み状況報告 

（1）第１回山部会ＷＧ（根羽）：4月 28日 

 

 

 
【山村再生担い手づくり】に関わる提案 

・ 林業に従事する者の人材育成経費支援（一人前になるには 10年必要） 

・ 林業従事者定住支援（住宅取得支援・システム的な支援） 

・ 下流域の市町村住民等が上流域の木材を普通に使えるようなシステム

構築（地域企業等の参加による木育から始まる家づくり） 

・ 山村部の木育指導に関する経費支援 

・ 市民参加できる簡易伐採出機の支援 

・ 下流域の小学校の工作室等教育分野への木造公共施設普及、企業事務

所、３階木造住宅提案 

・ 農家民泊、田舎の親戚制度創設 

・ 林業最前線からの林業教科書づくり 

・ 魅力的な林業の職場を自らつくる 

 

【森づくり指針】に関わる提案 

・ 茶臼山北面天然林に信大農学部の演習林設定（流域住民の樹木学実習） 

・ 森林水文学の市民講座開設 

・ 間伐指針の最終形（スギ 400 本／ｈａ、ヒノキ 600 本／ｈａ）から次

世代に向けた山づくりの方向性 

・ 市民が考えられる林学のお誘い 

・ 再造林、複層林、広葉樹林、混交林、記念樹の森、作業道開設 

・ 森づくりへの市民参加 

・ 獣害対策からシカ肉の特産品化へ（信大農学部との連携） 

 
（2）第２回山部会ＷＧ（岡崎）：5月 19日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 林業立村をめざす根羽村の現状を現地見学した上で、山村再生に向けた意見交換を行い、森

林組合から「山村再生担い手づくり」「森づくり指針」についての提案を頂いた。 

  

 

■モデル住宅 

■桜の庭 

■作業道 

○ 岡崎市の森づくりに関わる現状について、取り組み事例の紹介や現地見学をした上で、山村

再生や今後の森づくりに関する意見交換を行った。 

○ 意見交換は、山の担い手をどのように確保していくかということを中心に話し合いが行わ

れ、その中では、山に愛着を持ってもらうこと、そのためには山の作業が小遣いになること、

人との付き合いが大切であることなどが条件として挙げられた。 

 

■野生鳥獣解体施設 ■優良林業施業地 ■話し合い風景 ■水環境創造プラン説明 
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（3）第３回山部会ＷＧ（恵那）：6月 16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（4）第４回山部会ＷＧ（豊田）：7月 7日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第４回地域部会ＷＧでは、豊田市の森づくりの現状について、現地見学をした上で、森づく

りや山村振興の取り組みを紹介した上で、各取り組み対する意見交換を行った。 

○ 次のステップに向けて、木材の活用とか定住とかテーマを設定し、アイデア提案することや

流域圏の若者（森林技術労働者など）が集まる場をつくるなどの提案が出された。 

○ 恵那市の森づくりに関わる現状について、現地見学をした上で、取り組み事例の紹介や山村

再生や今後の森づくりに関する意見交換を行った。 

○ 森林組合と民間企業の立場から話題提供があり、森林組合・民間企業・地域の関わり方や本

当の森づくり等を中心に話し合いが行われた。業界として林業が生き残り、広範囲の森林を

健全に保つためには、オーダーメードの計画づくりや、民間参入、森林組合と民間企業間に

競争原理、森林技術者の技術交流などが必要であるとの意見が出された。 

 

■松下薪材間伐作業現場 ■えなの森林づくり 
間伐モデル林 

■奥矢作木センター ■奥矢作レクリエーション 
センター 

■間伐地 
（北小田バス停付近） 

■加塩地域の間伐地 ■あさひ製材協同組合 ■板取の家 

• これまでの成

果と今後のス

ケジュール 


